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放
流
直
後
の
つ
一

-、、

海
藻
の
な
い
転
石
場放

流

海
藻
ガ
近
く
に
繁
茂
す
る
巨
岩

ヶ
月
後
の
つ
一

，-.， 

移
殖
ウ
二
の
移
動
に
つ
い
て
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大

県
内
各
地
で
は
、
海
磁
の
殆
ど
な
い
、

深
い
海
域
に
生
息
し
て
い
る
身
入
り
の
悪

い
、
い
わ
ゆ
る
空
ケ
こ
を
、
海
藻
の
繁
茂
す

る
浅
い
場
所
に
移
し
、
身
入
り
を
向
上
さ
せ

て
漁
獲
す
る
移
殖
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、

「放
流
し
た
ワ
ニ
が
見
え
な
く
な
っ

た
」
夫
あ
声
が
聞
か
れ
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

乙
乙
で
は
、

今
年
度
か
ら
始
っ
た
ケ

ニ

栽
倍
漁
業
他
試
験
の
な
か
で
行
な

っ
た
追

跡
調
査
か
ら
放
流
後
の
移
動
に
つ
い
て
多

少
の
知
見
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
説
明
し
ま
す
。

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ

ニ
(
以
下
ワ

ニ
と
省

略
)
の
移
動
状
況
を
観
察
す
る
た
め
、
十

m
四
万
の
放
流
区
を
二
ケ
所
作
り
、
そ
の

中
に
各
々
、
二
百
個
を
放
流
し
ま
し
た
。

一
ケ
所
は
海
設
が
な
に
も
な
い
転
石
場

(写
真

一
)
と
し
、
他
の
一
ケ
所
は
付
近

に
海
藻
が
繁
茂
し
て
い
る
巨
岩
(
写
真
二
)

に
放
流
し
ま
し
た
。

一
ヶ
月
後
の
潜
水
観
祭
で
は
、
海
漢
の

な
い
転
石
場
で
の
ワ

ニ
は
分
散
し
、
放
流

区
内
に
二
三

%
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
(
写

真
二
一
)
、
ま
た
放
流
区
付
近
で
も
、
ワ
ニ

は
所
々
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
密
集
し
た
所

は
な
く
、
移
動
速
度
は
相
当
早
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
(
水
槽
実
験
で
の
移
動
速

度
は

0
・
九
m
/
時
間
、
移
動
距
離
を
直

線
に
す
る
と
十

m
/
目
、
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
)

一万
、
海
藻
の
あ
る
所
で
の
ク
ニ
は
、
放

流
し
た
巨
岩
の
上
や
壁
面
に
密
集
し
、
七
四

%
が
残
っ
て
お
り
(
写
真
四
)
、
殆
ど
移
動

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
ワ

ニ
は
放
流
区
内
に
見
ら
れ
ず
、
移
動
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
巨
岩
の
上
に

残
っ
た
ワ
ニ
が
そ
の
ま
ま
移
動
し
な
い
で
残

る
の
か
、
ま
た
は
徐
々
に
分
散
す
る
の
か
継

続
し
て
観
察
し
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
ま
す
。

天
然
の
ワ
ニ
の
漁
場
で
は
、
付
近
に
海
藻

が
な
く
て
も
根
の
壁
面
ゃ
く
ぼ
み
に
ク
ニ
が

密
集
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
放
流
例
で
も
巨
岩
上
に
海
藻
が
な
く

て
も
ワ
ニ
は
殆
ど
移
動
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
ワ
ニ
の
移
動

・
分
敢
に
は
海
藻
の
有

無
だ
け
で
な
く
、

「場
」
も
重
要
な
条
件
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
ワ
ニ
の
行
動
や
移

動
・
分
散
に
影
響
を
与
え
る
「
場
」
と
海
藻

条
件
を
明
ら
か
に
し
移
殖
事
業
の
効
率
他
を

目
指
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
二
個
体
別
飼
育
試
験

一
?
兵
ヂ
一
括
セ

問
和
六
二
年
十
二
月
か
ら
、
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ワ
ニ
の
室
内
飼
育
試
験
を
継
続
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。
本
県
沿
岸
に
生
息
す
る
エ

ゾ
パ
フ
ン
ワ
ニ
(
ガ
ゼ
)
、
キ
タ
ム
ラ
サ

キ
ワ
ニ
(
ノ
ナ
)
を
飼
育
し
て
、
摂
餌
量

等
の
報
告
例
が
今
ま
で
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
飼
育
試
験
は
、
数

個
体
か
ら
数
十
個
体
の
ワ

こ
を
同
一
水
槽

に
収
容
、
飼
育
し
て
、
群
と
し
て
の
摂
餌

量
等
を
測
定
し
た
も
の
で
す
。
現
在
行
な
っ

て
い
る
飼
育
試
験
は
、
ワ
ニ
個
俸
聞
の
摂

餌
量
、
同
佑
量
、
成
長
量
等
の
差
、
又
、

個
体
レ
ベ
ル
で
の
変
動
に
つ
い
て
の
知
見

を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
、

一
水
僧
に
一
個
依
ず
つ
収
容
し
て
飼

育
、
測
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

飼

育

方

法

十

E
ス
チ
ロ
ー
ル
製
丸
型
水
槽
に
よ
部

よ
り
ろ
過
海
水
を
か
け
流
し
、
エ
ア
l
ス

ト
ー
ン
で
給
気
を
行
な
う
も
の
で
す
。
給

餌
餌
粉
の
マ
コ
ン
ブ
表
聞
の
水
分
を
除
去

後
、
秤
量
一、
給
餌
し
、
次
の
給
餌
時
に
そ

の
残
量
を
秤
量
し
、
そ
の
閣
の
領
餌
量
を

求
め
る
も
の
で
す
。
施
設
全
体
を
黒
ヒ
ニ
1

青森県水産増殖センターだより第46号

植

村

ル
で
遮
光
し
た
四
月
以
降
は
、
給
餌
し
た

マ
コ
ン
ブ
が
成
長
し
な
い
乙
と
が
対
照
区

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
遮

光
し
な
い
三
月
以
前
に
は
、
対
照
区
の
マ

コ
ン
ブ
が
七
日
間
で
最
大
十
四
%
の
増
重
一

が
あ
り
ま
し
た
。

季
節
に
よ
る
摂
餌
量
の
推
移

殻
径
平
均
約
七

0
ミ
リ
、
全
重
量
平
均

約
百
四
0
9
十
個
体
の
摂
餌
豊
平
均
値
、

範
囲
を
示
し
た
の
が
図
1
で
す
。
乙
れ
よ

り
、

一
t
六
月
に

一
個
俸
当
り
平
均
五

t

七
n
y
前
後
を
摂
餌
し
、
七

t
八
月
に
か
け

て
急
激
に
減
少
し
、
八

t
十
月
は

一
・
五

F
前
後
で
推
移
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
り

ま
す
。

一
t
六
月
の
水
温
五

t
十
五
℃
の

範
囲
で
は
摂
餌
電
は
ほ
ぼ

一
定
で
あ
り
、

慎
餌
量
に
対
す
る
水
温
の
影
響
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。
七
月
以
降
、
摂
餌
円
相
が
急
に
減

少
す
る
乙
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
報
告
さ

れ
て
お
り
、
市
，E
」】

(
-
由
。

N
)

は
、
殻
径

二
十
ミ
リ
の
幼
体
で
は
こ
の
よ
う
な
乙
と

が
な
い
の
で
、
生
殖
周
期
(
産
卵
期
)
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
ま
す
。

摂
餌
量
の
個
体
聞
の
バ
ラ
ツ
キ

図
1
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
期
聞
を

，園、

，園、

通
じ
て
霞
大
、
巌
小
聞
の
範
囲
が
大
き
く
、

個
体
聞
の
摂
餌
量
の
差
が
大
き
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
六
三
年

一

月
八
日
か
ら
九
月
二
日
の
二=一
八
日
間
の

一個
依
当
り
慎
餌
宣
が
湿
重
量
で
六
六
六

t
一
、
四
三
八

g
平
均
て

二
ハ
七
0
0
、

乾
燥
重
量
(
二
O
℃
乾
燥
)
で
七
五

t

一
五
五

F
、
平
均

一二
八
F
と
個
依
聞
に

差
が
あ
る
他
に
、
図
2
に
一
例
を
示
し
た

よ
う
に
、

同
一
個
依
で
も
、
隣
獲
し
た
測

定
期
間
で
二
倍
以
上
の
隈
餌
量
の
差
が
あ

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
乙
の
乙
と
か

ら
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
は
、

一
時
に
多

く
食
べ
る
と
、
餌

粉
が
あ
っ
て
も
あ

ま
り
食
べ
な
い
期

聞
が
あ
り
、
次
に

ま
た
多
く
食
べ
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

康

日
間
摂
餌
率

十
個
依
平
均
で

の
愚
大
は
五

・
三

%

(
三
月
)
、
最

小
は

0
・
三
%

(
八
月
)

、
ま

た
、
個
体
毎
の
且
同

大
は
八

・
七

%

「仁
J
F

C

別

(
二
月
)
、
最
小

jfv/¥¥¥ 一 飼育水温

は
O
%
(
八
月
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ

ゾ
パ
フ
ン
ワ
ニ
で
は
五

・
七
%
(
一
月
、

司
E』
H
)

、
五

・
七

(
4
月

)
t
0
・
六

(
七
月
)
%
(
十
二
t
十
月
飼
育
、
川
村

一辺
白
)
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
こ
で
は
、
六
-

四
(
五
月

)
t
0
・
二

(
十
二
月
)
%

(十
二
t
五
月
飼
育
、
三
木
-ミム
)
、
七

-

七
(
九
月

)
t
一
・
二

(
十

一
月

)

%

(七

t
十
二
月
飼
育
、
沢
田
一巧
日
)
(
以

上
コ
ン
ブ
給
餌
)
、
五
・
三

%
(
二

t
五

月
飼
育
、
ワ
カ
メ
給
餌
、
植
村
一中
妥
)
と

報
告
し
て
い
ま
す
。
他
の
藻
食
動
物
と
比

較
し
て
み
ま
す
と
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
十
七

・

11 nu 
l
 

9 

日間摂餌量及び飼育水温の推移

海
草
部
主
任
研
究
員

↑一
8

1
 
|
↑
 

J
1
l
)
-
rl
i
l
l
l
1
1
 

1
1

・
l
t
i
l

l
-
-
--
i
1
i
F
 

IT
-

-
i
t
-
-

I
l
l
-

-
1
1
1
0
 -

1
t
l
l
).
 

l
i
l-

-
1
I
l
 

l
 

i

-
-1
1
1
1
1
 

1
1
1
1

・
t
i
-
-
1
l
f
i
l
l
-
-

f
l
l
}
l

・』
1

1

1
1
'
l

l

 

p
i
l-

-

ー

-i
l
i

-
-
1
1j

・
γ
i
!

1
1

i
 

l
l
--
!
l
 

l
f
 
-

1
l
 

6 3 

戸画、、

9 

--._ 

六
%
(
七

t
八
月
飼
育
、
ワ
カ
メ
給
餌
、

酒
井
戸
唱
。
N
)

ク
ロ
ア
ワ
ビ
十
三

・
一
%

(六

t
七
月
飼
育
、
ワ
カ
メ
給
餌
吉
田
他

3
S)
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ワ
ニ
の
摂
餌
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
乙
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
回
の
飼
育
試
験
で
は
、
年
聞
を
通
し

て
得
ら
れ
る
マ
コ
ン
フ
を
餌
判
明
と
し
て
使

用
し
ま
し
た
が
、
自
然
界
で
は
他
海
藻
も

多
く
倶
餌
し
て
お
り
、
時
期
、
海
域
に

よ
っ
て
は
そ
の
割
合
が
高
い
の
で
、
今
後

は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
試
験
を
行
な
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

.-~・

個体別日間摂餌量の推移
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，園、、

鮫
浦
に
お
け
る

マ
コ
ン
ブ
移
植
試
験
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『
ス
キ
コ
ン
ブ
』
は
八
一戸
市
鮫
浦
の
特

産
品
で
、
既
に
大
正
時
代
か
ら
加
工
生
産

が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
=一八
年
以

降
、
コ
ン
ブ
養
殖
技
術
の
導
入
に
と
も
な

い
、
鮫
浦
に
お
け
る
ス
キ
コ
ン
ブ
生
産
量

は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
養

殖
技
術
の
伝
矯
と
と
も
に
、

岩
手
県
普
代

な
ど
の
競
合
産
地
に
お
け
る
生
産
が
、
近

年
著
し
く
増
加
し
、
昨
今
で
は
鮫
浦
の
三

倍
前
後
に
ま
で
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
鮫
浦
で
は
産
地
問
競
争
に
対
応
で

き
る
品
質
、
収
量
一が
優
れ
、
さ
ら
に
早
生

の
養
殖
用
コ
ン
ブ
種
箇
を
求
め
る
声
が
強

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
当
所

で
は

『優
良
海
桔
制
作
出
研
究
』
の

一
部
と

し
て
、
選
荻
及
び
交
雑
の
育
種
的
手
法
を

用
い
て
、
優
良
ス
キ
コ
ン
ブ
種
苗
の
作
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
選
出
拡
育
種
と
は
優
れ
た
形

質
を
持
つ
藻
俸
を
分
離
し
種
苗
を
得
る
方

法
で
す
。
昨
年
か
ら
、
乙
の
方
法
に
よ
る

育
種
法
を
検
討
し
て
お
り
、
現
在
、
ス
キ

コ
ン
ブ
製
品
に
適
し
た
形
質
、
即
ち
生
長

が
速
く
、

業
の
色
が
濃
い
な
ど
の
性
質
を

慎

持
つ
養
嫡
藻
依
を
選
び
、
こ
れ
か
ら
得
た

種
苗
を
再
び
鮫
浦
地
先
に
仰
出
し
、
養
成

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
操
作
を
繰

り
返
し
、
生
産
向
上
に
結
び
付
く
優
れ
た
品

種
を
猿
得
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

マ
コ
ン
ブ
は
年
に
一
度
し
か
時
間
(
遊
走

子
)
を
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
選
抜
も
年
に

一
度
し
か
出
来
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
選
抜

育
種
に
よ
り
優
良
な
藻
体
を
獲
得
す
る
ま

で
に
は
多
く
の
時
聞
が
か
か
り
ま
す
。
反

商
、
着
実
に
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
方
法
で

も
あ
り
、
中
国
で
は
大
連
に
お
い
て
数
年

間
の
育
種
後
、
飛
躍
的
な
生
産
増
を
成
し

遂
げ
、
そ
れ
ま
で
、
主
に
日
本
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
た
コ
ン
ブ
を
自
給
出
来
る

ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
交
雑
育
種
と
は
異
な
る
親
を
交

雑
ざ
せ
、
新
品
種
を
育
成
す
る
方
法
で
、

両
親
の
性
質
宇
佐
合
わ
せ
持
つ
種
苗
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
ば
か
り
で
な
く
、
両
親
の

い
ず
れ
よ
り
勝
る
、
優
れ
た
種
苗
を
育
成

で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

イ
ネ
、
コ

ム
ギ
な
ど
の
栽
培
は
す
べ
て
と
の
方
法
に

よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
交
雑
宇
佐
行
な
う
た
め
に
は
、
先

海
草
部
技
師

桐

原

戸画、、

ず
、
親
と
す
る
母
藻
を
選
び
、
そ
の
性
質

を
知
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、

本
県
は
三
万
を
異
な
る
海
域
に
固
ま
れ
て

お
り
、
各
々
の
海
域
に
は
特
徴
的
な
マ
コ

ン
ブ
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
太

平
津
岸
の
鮫
浦
、
昌
伸
軽
海
峡
岸
の
大
間
及

び
日
本
海
岸
の
小
泊
の
各
々
か
ら
マ
コ
ン

ブ
を
採
取
し
て
、
こ
れ
か
ら
得
た
種
苗
を

鮫
浦
及
び
大
間
地
先
に
移
植
し
、

生
長
と

形
態
を
調
べ
ま
し
た
。

鮫
浦
に
移
植
し
た
三
種
類
の
種
苗
の
生

長
は
図
1
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
帯
構
長

は
鮫
浦
の
種
苗
で
は
六
月
ま
で
順
調
に
増

加
し
=
一
・
三

m
と
な
り
、

八
月
以
降
末
枯

れ
の
た
め
減
少
し
ま
し
た
。
大
聞
の
種
苗

で
も
ほ
ぼ
同
様
の
生
長
を
一
示
し
八
月
に
三
・

八

m
と
な
り
、
九
月
に
は
末
枯
れ
の
た
め

短
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
小
泊
の
種
苗

で
は
三
月
に
既
に
二

m
に
達
し
、
六
月
に

は
四

・
六

m
と
も
っ
と
も
速
い
生
長
を
一示

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
七
月
に
は
既
に
末

枯
れ
が
見
ら
れ
、
生
長
も
速
い
が
、
末
枯

れ
も
速
い
種
苗
で
あ
る
乙
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
余
談
で
す
が
、

一
般
に
日
本
海
沿

岸
の
マ

コ
ン
ブ
は
他
海
域
の
も
の
に
比
べ

流
出
が
速
く
、
乙
の
理
由
に
水
温
環
境
な

ど
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

本
結
果
か
ら
種
苗
の
持
つ
遺
伝
的
性
質
の

関
与
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
葉
隔
は
鮫
浦
、

大
聞
の
種
苗
が
一
一O
m
ま
で
広
が
る
の
に

~ヘ

対
し
て
、
小
泊
の
種
苗
は

二
ニ
械
と
狭
い

特
徴
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

形
態
は
葉
の
付
け
栂
か
ら
五

υ川
部
分
、

『
肩
』
と
一言
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
変
佑

を
調
べ
ま
し
た
。

一
m
ご
と
に
測
定
し
た

ζ

の
部
分
の
葉
幅
を
図

2
に
一
示
し
ま
し
た

が
、
各
点
を
結
ぶ
線
が
付
け
根
の
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
乙
の
結
果
、
い
ず
れ
の
種
苗

と
も
調
査
時
期
を
経
る
に
従
い
、
乙
の
部

分
の
く
さ
び
形
が
鈍
角
に
な
り
ま
し
た
。
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し
か
し
、
六
月
以
降
、
各
々
の
特
徴
は
は
っ

き
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
鮫
浦
の
種
苗
は

く
さ
び
形
が
よ
り
鈍
角
で
、
肩
が
あ
り
、

比
較
的
と
が

っ
た
く
さ
び
形
を
し
て
い
る

大
聞
の
も
の
と
は
対
照
的
で
す
。
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、
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一

小
泊
の
種
苗
は
こ
の
部
分
の
葉
幅
が
狭
い

特
徴
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
形
態

的
な
特
徴
は
各
々
の
母
藻
の
特
徴
と

一
致

し
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
形
は
母
藻
の
形

態
が
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
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，曲、

次
に
、
鮫
浦
地
先
と
大
間
地
先
に
移
植

し
た
種
苗
を
比
べ
て
み
ま
し
た
。
図

3
に

七
月
に
測
定
し
た
各
種
苗
の
形
態
を
模
式

図
に
し
て
お
り
ま
す
。
左
側
が
鮫
浦
に
、

右
側
が
大
聞
に
移
植
し
た
種
苗
を
各
々
表

わ
し
て
い
ま
す
。
乙
の
結
果
、
葉
長
、
葉

厚
は
各
種
苗
と
も
、
鮫
浦
に
移
植
し
た
も

の
が
大
聞
の
も
の
よ
り
大
き
く
な
り
、
養

成
場
所
、
即
ち
成
育
環
境
の
影
響
を
受
け

や
す
い
乙
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

小泊

ムー¥

大間鮫浦

3 

2 

(

H

h

)

出

掛

戸h、、

戸、、

• 
鮫浦(左)及び大間(右)に移植した種苗の形態図3

。

一
方
、
業
の
付
け
根
部
分
の
形
は
養

殖
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
種
苗
ど
と
に
同

じ
形
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
乙

の
部
分
の
形
態
は
遺
伝
的
形
質
と
み
な

さ
れ
、
交
雑
種
の
指
標
形
質
と
し
て
、

育
種
に
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た。
現
在
、
鮫
浦
、
大
間
及
び
小
泊
の
母
藻

か
ら
得
た
雄
、
雌
の
配
偶
俸
の
交
雑
を
行

な
い
、

6
種
類
の
交
雑
種
苗
を
作
成
し
ま

し
た
。
年
内
に
乙
れ
ら
を
仰
出
し
、
そ

の
後
の
生
長
や
形
態
を
調
べ
る
予
定
で

す
。な

お
、
ス
キ
コ
ン
ブ
に
重
要
な
葉
長
、

葉
厚
つ
ま
り

『
実
入
り
』
は
成
育
環
境
に

よ
っ
て
大
き
く
変
他
す
る
乙
と
か
ら
、
養

成
密
度
や
水
深
な
ど
の
管
理
に
よ
っ
て
と

れ
ら
の
優
れ
た
藻
体
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
育
種
の
試
み
と
併
せ
て
、

八
戸
市
に
あ
る
県
水
産
事
務
所
と
と
も
に

採
苗
法
や
養
成
管
理
法
の
改
良
を
検
討
し
、

生
産
向
上
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。最
後
に
、
調
査
に
ど
協
力
頂
い
た
鮫
浦

漁
協
十
文
字
組
合
長
、
深
川
丑
蔵
氏
及
び

水
産
事
務
所
尾
坂
康
総
括
主
査
に
感
謝
し

ま
す
。
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芦
崎
保
護
水
面
及
び
周
辺
の

マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
分
布
調
査
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貝
類
部
で
は
従
来
よ
り
、
ア
カ
ガ
イ

増
殖
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ア
カ
ガ

イ
親
貝
集
団
の
保
護
育
成
の
た
め
に
、

ア
カ
ガ
イ
保
護
水
両
の
管
理
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
本
県
で
は
昭
和
三
十
四
年

に
全
国
唯

一
の
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
両
と

し
て
青
森
市
奥
内
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
天
然
採
苗
nu種
苗
放
流
宇
佐
繰

り
返
し
た
も
の
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
乙
で
、
昭
和
五
十
八
年

に
現
在
の
む
つ
市
芦
崎
湾
に
保
護
水
面

を
移
設
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
①
、
水

深
が
浅
い
(
十

m
以
浅
の
泥
場
)
た
め

夏
季
の
高
水
温
期
に
産
卵
が
促
進
さ
れ

る
。
①
、
種
苗
放
流
に
よ
り
、
そ
の
効

果
(
放
流
種
苗
の
生
き
残
り
)
が
認
め

ら
た
。
①
、
保
護
水
面
と
し
て
の
管
理

が
容
易
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
る
も
の

で
す
。ま
た
、
地
元
天
然
稚
貝
の
確
保
も
困

難
な
乙
と
か
ら
、
積
極
的
な
増
殖
手
段

と
し
て
昭
和
五
十
九
年
か
ら
継
続
し
て

移
殖
放
流
(
山
口
県
産
種
苗
)
を
行
な
っ

て
お
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

員
類
部
技
師

n
H
V
 

民
H
タ

4
b
q
E
 

告

陸
奥
湾
水
産
増
殖
研
究
所
設
立
以
来
、

当
セ
ン
タ
ー
と
は
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
る
芦
崎
湾
で
す
が
、
そ
の
海
底
環
境

の
デ

1
タ
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、
昭
和

六
十

一
年
か
ら
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
調
査

を
調
査
項
目
に
加
え
ま
し
た
。
マ
ク
ロ

ベ
ン
ト
ス
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
カ
タ

カ
ナ
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
表
ー
の
よ

う
に
底
生
生
物
を
大
き
さ
別
に
分
け
た

と
き
、

て

O
t
O
、
五
棚
目
の
簡
に

残
る
生
物
を
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
と
呼
び

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
調
査
結
果
を
説
明

し
ま
す
。
調

査

方

法

昭
和
六
十

一
年
七
月

t
九
月
の
聞
に
三

回
図
1
に
一示
す
地
点
を
田
村
式
採
泥
器

(
採
集
商
積
二
十
分
の

一
が
)
に
よ
り
採

泥
後
、

一
棚
田
の
簡
中
で
砂
泥
を
洗
い
流

し、

飾
中
に
残
っ
た
生
物
宇佐
採
集
し
て
十

%
ホ
ル
マ
リ
ン
溶
液
で
固
定
し、

種
の
同

定
を
行
な
い
ま
し
た
。

出

現

割

合

結
果
は
図

2
の
と
お
り
で
、
保
護
水
面

内
は
二
枚
貝
(
主
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
ガ
イ
、

ヒ
メ
シ
ラ
ト
リ
ガ
イ
)
の
出
現
率
が
高
く

智

ベントスの大きさによる分類

ミクロベントス…・・ 0・・・・・主としてコアサンフ。フーで採集される顕微鏡的な大きさの生物
(micro-ben thos) 
メイオベントス ー ..... . .. 通常 1 . O~O.5mm 目の飾を通過し 、 O . 1 ~O . 4mm 自にかかる大きさの宇物
(meiobenthos) 
マクロベントス… ー一通常l. O~O.5mm 目の飾人残る生物
(macroben thos) 
メカJベントス ー…・… 底曳網などで採集されるような大型生物(魚類などは遊泳性ベン 卜スと呼ぶζ と
(megabenthos) もある)

表 1

F圃『、

戸町、、

/ 
o 500m 入

し----

.7 

マクロベントス調査地点、図 1

点
一
性
一
性

調
一複
一
類

調
士官
地
点

一
t
一一一
を
平
均
す
る
と
五
十
%

以
上
で
し
た
。
調
査
地
点
四
以
降
、
多
毛

類
の
出
現
率
が
高
く
な
り
、

芦
崎
湾
外
で

は
多
毛
類
と
共
に
カ
一
一
、
ク
モ
ヒ
ト
デ
類
、

ド
ロ
ボ
ヤ
の
出
現
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。群
集
の
多
様
性

地
点
別
の
種
の
多
際
性
を
表
わ
す
た
め

に
シ
ン
プ
ソ
ン
の
種
多
様
度
指
数
を
求
め

図
3
に
示
し
ま
し
た
。
保
護
水
面
内
の
指

数
は
調
査
地
点
一
で
一二

・八
四

t
四

・
一

二
、
調
査
地
点
二
で

一

・八
五

t
二

・
一

三
で
調
査
期
間
中
、
ほ
と
ん
ど
変
他
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
調
査
地
点
一二
t
五
の
指
数

は
か
な
り
上
下
し
、
変
動
す
る
群
集
で
し

た
。
ま
た
、
湾
奥
か
ら
湾
外
に
か
け
て
徐
々

に
多
国
開
度
指
数
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

湾
外
ほ
ど
復
雑
な
群
集
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。群
集
聞
の
種
組
成
の
類
似
性

木
元
の
日
指
数
に
よ
り
、
群
集
聞
の
種

組
成
の
類
似
度
を
求
め
マ
ワ
ン
卜
フ
ォ
ー

ド
の
平
間
連
結
法
に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
l
分

析
を
行
な
い
、
そ
の
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
を

図
4
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

、
七

月
で
は
保
護
水
面
内
と
外
は
異
な
っ
た
群

集
で
し
た
が
、
八
、
九
月
で
は
保
護
水
面

内
外
群
集
聞
の
区
別
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た。
種
多
様
度
指
数
と
群
集
聞
の
類
似
度
か
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ら
調
査
地
点
の
群
集
機
成
を
検
討
し
た
結

果
が
表
2
で
す
。
そ
の
際
、
群
集
の
複
雑

さ
を
明
示
す
る
た
め
便
宜
的
に
種
多
時
限
度

指
数

一
t
三
号
単
純
な
群
集
、
一ニ

t
五
を

や
や
複
雑
な
群
集
、
五

t
七
を
複
雑
な
群

集
と
三
段
階
に
分
け
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
七

t
九
月
(
妥

t
初

秋
)
の
聞
は
複
雑
さ
は
変
動
し
、
低
類
似

度
で
推
移
す
る
調
査
地
点
が
多
い
結
果
で

し
た
。
海

底

環

境

多
毛
類
の
同
定
の
困
難
さ
に
よ
る
も
の

か
有
機
汚
濁
や
海
底
の
酸
素
欠
乏
を
指
標

す
る
べ
ン
ト
ス
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
種
多
様
度
指
数
が
低
い
と
汚

濁
が
進
行
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
凶
の
調
査
で
は
高
い
値
で
変
動
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
海
底
環
境
が
悪
佑
し

て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
度
か
難
か
し
い
語
句
が
で
で
き
て
理

解
し
に
く
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
語
句
の

説
明
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

「シ
ン

フ
ソ
ン
の
種
多
篠
度
指
数
」
は
群
集
の

種
類
数

・
個
依
数
の
ば
ら
つ
き
具
合
を

測
る
も
の
さ
し
で
す
。
一

木
元
の
~い
指

数
」
は
群
集
聞
の
似
て
い
る
程
度
を
測

る
も
の
さ
し
で
す
。
「
ク
ラ
ス
タ

1
分

析
」
は
群
集
聞
の
似
て
い
る
程
度
を
求

め
、
そ
の
中

の
似
た
物
同

士
を
集
め
全

体
像
を
把
躍

す
る
た
め
の

手
法
で
す
。

「
デ
ン
ド

ロ

グ
ラ
ム
」
は

ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
か
ら
得

ら
れ
る
似
た

も
の
同
土
争

順
位
づ
け
し

た
図
で
す
。
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マクロベントス出現割合図2

調査地点別種多機度指数図3
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